
は しがき

リンゴ ｢ふじ｣の日持ち性は驚異的であり､生産量世界一の品種に至らせた要因の一つ

である｡この日持ち特性の分子横樺を明らかにし次世代リンゴの選抜育種に有効なDNAマ

ーカーを設定する目的で本研究が進められた｡ 日持ち性 (硬度計により計測される果肉軟

化速度)を異にする 14品種 (｢ふじ｣の親品種と ｢ふじ｣の後代品種)を供試 し､エチ

レン合成系や細胞壁崩壊に関わる遺伝子 Mi4C:Sl,MiACS3､Mi4COl､MiPGl.MdGall.

,MExp3､ MiEql､MdEu 2の発現様式についてノーザン解析 した結果､ ｢ふじ｣では

Mi4COlの発現がスター トするものの､そのレベルは低く推移すること､またポリガラクツ

ロナーゼ遺伝子 ｣肌 1がほとんど発現されないことが判明した｡また､MuGlに先行して

Mi4CS3発現が認められるが､この発現量はその後のJmuGl発現量とパラレルであったo次

ぎに､ ｢ふじ｣の芽条変異体である ｢弘前ふ じ｣ (熟期が 1ヶ月ほど早まる突然変異体で

日持ち性が劣る)について同様の解析を進めたところ､MiPUlの強い発現が認められた｡

MWGlが ｢弘前ふ じ｣で高発現することから ｢ふじ｣のM2WUlに変異が生 じているわけで

はなく､それらを制御する因子､すなわち熟期そのものを感知し､完熟プロセスを進行さ

せる機構内のトランス因子が関与している可能性が高いものと推察された｡

長い年数を必要とするリンゴ育種においては､日持ち性などの果実形質を幼苗期に選

抜できる意義は大きく､本研究の成果が DNAマ-カー設定に発展することを期待 したい.
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